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実験：光源に集積型半導体波長可変レーザであるSuper-Structure Grating Distributed Bragg 
Reflector(SSG-DBR)レーザを用いて図1のように装置を構成した。レーザの一番左の領域に図2
のように印加し、一番右の領域に定電圧を 0.5V～4.5V まで 0.5V ずつ変化させて印加してスペ













              
   図1．実験の構成図                    図2．印加電圧 
 
図3.左領域の定電圧と波長   図4.右領域の定電圧と波長  図5：直線状発振の波長変化 
 
